
－食栄 ４－１－ 

 

平成２５年度 

推 薦 入 試 試 験 問 題 
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注 意 事 項 

１ 解答は，すべて解答用紙に横書きで記入してください。 

２ 解答用紙は２枚あるので，どちらかを下書きとして使用してください。 

３ 解答用紙の提出用・下書き用はいずれも回収します。 

４ 受験票とこの問題用紙は持ち帰ってください。 
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 課 題  

 

次の文章を読んで，後の問いに答えなさい。 

 

「食育」は他人に任せてはいけない！ 

料理をするということも含めて，食育を強化していくことが重要だ。ただし，これまで行わ

れてきた食育では足りないかもしれない。いま，さまざまな団体が食育に取り組んでいる。け

れども僕は農産物を生産している人たち自身が，他人に任せないで自分たちで食育に真剣に取

り組むべきだと考えている。そうでなければ，「本当の食育」はこの世に通らないと思うからだ。 

 僕からみると，この日本での食育は企業がリードしているものが多いように思う。それも，

「え，こんなところが？」と驚くような加工食品業者やファストフードチェーンなどが大手を

振って「私たちは食育に取り組んでいます！」というキャンペーンをしていたりする。これは

非常に怖い。 

「一日に摂取していいカロリーはこれくらい。だから，私たちの○○はこれだけ食べていいん

ですよ」 

 というように，結局のところは自社の商品を買わせんがための食育になっているのだ。 

 食育基本法という法律は，食育を推進することを謳
うた

ってはいるものの，詳細な食育の内容に

ついては言及していない。「食育の内容はこうあるべき」という指針は，実は存在していないの

だ。だから，メーカーが「食育」の名の下に宣伝をすることも可能なのだ。そして悪いことに，

そういうメーカーは巨額の広告予算をもっていることが多い。テレビなどのメディアで「これ

は身体にいいんだよ」と食育に似せた宣伝をされたら，多くの人が乗せられてしまう可能性が

高い。多額の広告費を捻出
ねんしゅつ

できない農産物の世界にとっては，かなり不利な分野なのだ。でも，

だからといって大企業のやることをそのまま指をくわえて見ているだけではいけない。 

 生産者・産地には，その人たちにしかできない食育の方法論があるはずだ。例えば，西日本

を中心に広がりつつある「弁当の日」というイベントがある。学校で，いつもは弁当を作って

もらう子どもたちに，大人の手伝いなしで弁当を作る日を決めて実行させる。たったそれだけ

なのだけれども，子どもたちが想像できないほどに手間がかかるということや，弁当を作ると

いう行為に込められた愛情などを，自分が作ることによって実感することができる。子どもた

ちの意識が顕著に変わっていくのだそうだ。そうしたことを積み上げていく先に，生産者・産

地のための食育があるのだと思う。 

 

（山本謙治著『日本の食 力
しょくぢから

 国産農産物がおいしい理由
わ け

』2009 年， 
社団法人家の光協会，pp.186～187） 

 

【省 略】 
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問１ 「食育」についての著者の主張を 300 字以内で要約しなさい。 

 

問２ これからの日本の「食育」はどうあれば良いと思いますか。本文を踏まえて，あなたの

考えを 500 字以内で述べなさい。 
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